



























現代語の [t~e] ［ <I>a] の場合、これらはいっこうに核の側にあらわれる気配を見せない。
だとしたら、促音・撥音の場合は、これらとどう異なるのだろうか。また、漢語の影響
によって、和語にも促音・撥音があらわれるようになったとする説明がある。しかし現










1-1 先 行 研 究
音便の場合に見られる促音・撥音について、形態音韻論的観点から、つぎのような指
摘がなされている（以下「和語」という場合、上述の「核をなす部分」に限定する）。
例 1 意 オモミル（平去平上） 〔図書寮本『類緊名義抄』 心部〕






























嬢 … 乎美奈 〔天治本『新撰字鏡』 巻 3 女部 22オ〕
女 … ヲムナ（上上口） … ヲムナコ（口□平濁） … 
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[iu] > [ju:] （「言ふ」など）、［eu]> [jo:] （「今日」など）
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